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近代中国女子教育における手芸科目と日本の影響
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年後、一九〇七年に公布された。日本の随意手芸科 の内容である「編物・組糸嚢物・刺繍・造花」のうち、 「刺繍」を除いて、章程では、 「編物」を「編織」に、 「組糸嚢物」を「組糸」 「囊盒」という二語の中国語に訳し分けて必修科目としている
（
13）。これらの手芸科目














































































が上海で創刊した中国最初の教育専門誌で、一九〇八年ま 七年わたり毎月二回、第一六六号まで刊行された。その刊行目的は、清末当時における近代教育 普及・発展に必要な情報を系統的に提供することにあった。同誌創刊号に掲げられた編集方針によれば、各号とも、論説、教育規則と翻訳の三部から構成され、教育法規は主として明治期日本の 法規・条例類を収録する。その方針に沿って、創刊
（一九〇一年五月）
から第十八号まで、日本の現行教育








































































































始はすべて日本の真似である。外国の科目が我が国に適切であるかどうかについて検討する余地がある。その中で刺繍だけが本来我が国の長ずる手芸である。昔から女子 嗜みとされ が、あくまでも奢侈品と装飾品として裕福な家においてしか使わない。それゆえ、熟練したとし も将来の日常生活では れを役立てる暇がないため、削除し もよいだろう
（
31）。









る共立女子職業学校について検討する。その設立趣意書において、設立者は「近頃、 学校の設置に乏しからざれども、其の授く学科は、或 閑雅優美に流 、或は高尚深遠に趨り、概文字章句の末に拘り、実用に疎くして日用に適せず
（
40）」と当時の女学校科目編成
の問題を指摘したうえで「吾ら窃に之を憂 、同志の者相謀りて、女子 職業学校を け、専女子に適する諸の職業を授け、併せて修身和漢文、英語、習字 算術の如き日用必需の学 を教 せんとするなり
（
41）」と述べている。この学校で教授した日用また実用に適した








対する扱いの違いから、手芸が教育者に批判されつつも清末民初の女子教育科目として一九一八年という時点でも教えられていたことがわかる。両誌が示す手芸科目への相反する見解については、以下の理由が考えられ 。初期の『教育雑誌』は、中国の教育近代化を目指して、主に西欧諸国と日本 教育理論および 制度を翻訳・紹介するだけに留まっていたのに対し、 『婦女雑誌』は、良妻賢母主義の提唱を主旨として、女性問題や女子 に関する言論の場を提供する雑誌であった。とはいえ、手芸科目に対する立場の矛盾は、民国初期の女子教育の未熟さを暴露している いってよい。　
中国に導入された女子手芸科目が順調に発展しなかった要因を分












されている。つまり、工芸技術の習得によって、女性は身を修め家を斉え「 て 」ことも可能となるのである。さらに、前述の学則は、女子工芸学校が職業 能教育 いう近代的な産業教育を施す目的を持つことをも謳っている。 「工芸
（
46）」科目としては、
















































すると、女子の工業に従事することは、吾輩は敢て之を奨励することが出来ない」と自身 立場を表明し、その理由について以下 二点を挙げた。まず、 「女子は家庭を離れて労働に従事するといふ様な体格に出来て居ない」という女性の肉体上の問題と、 「女子は妊娠して児を産み、之を保育しなければならぬ任務 有する」 、つまり女性の「母」役割の問題である。しか その一方で、彼は、女性が良妻賢母の任務を果 し
表 2　学校名称
（50）
学校名 技芸 職業 実業 徒弟 工芸 興業 その他
校　数 21 13 11 4 3 2 1
表 3　学科名称
学科名 裁縫 手芸 刺繍 編物 造花 嚢物 その他











































ろ女性の職業教育との関連で注目された。これは、中国に導入された手芸が実現できなかったこと ある。それで なぜ 明治日本で手芸が女性にとって最も実現 やすい職業となったのだろうか。　
まず、手芸を女性の職業としたとしても、伝統社会が女性に課す
規範と衝突しない。伝統的な日本社会では、女性の「性」に対する管理が厳しかった。しかし、明治に る 就学や就 伴って女学










































にあったと指摘し、その「安 労働力 根源は独立し いない・することを許されない女 働きであっ
（
65）」として、女性の内職と明治




























































連の法令や規定を公布した。し し、 部第五次 統計 よ と、民国五年八月から六年七月
（一九一六〜一九一七）
までの、全国の



































掲載された「晋江婦女職業談」において、 「造花 が晋江と う福建省南部の町の女性の職業の一つとして紹介され ことのみであ 。そこでは、 「裁縫」 「紡織」 「刺繍」と並んで 造花」も挙げられており、 「造花」の日給は「帽子、靴作り」 ほぼ同じぐらいであると記されている
（
87）。このように、 「造花」のような日本伝来の手芸科



















































































































三二一頁） 、 『中国女子教育史』 （熊賢君、前掲書） 、 『中国女子教育通史』 （杜学元、貴州教育出版社、一九九六年）と『中国近代学制史料』 （朱有
瓛
編、

























































































































































































































77）　「中国現代女子教育史」 （程謫凡、中華書局、一九三六年） 『中国近現代女性学術叢刊』十四、孫暁梅主編 線装書局、二〇一〇年、二〇六頁。原文：
「女子職業学校得就地方情形與其性質所宜参照各項実業学校規程辦理」 。
（
78）　
崔淑芬『中国女子教育史』中国書店、二〇〇七年、二三五頁。
（
79）　
中央教育科学研究所編『中国現代教育大事記』教育科学出版社
一九八八年、三頁。
（
80）　
熊賢君『女子教育史』山西教育出版社、二〇〇六年、二八二頁。
（
81）　
前掲書「中国現代女子教育史」 、二一一頁。原文： 「女子有相当之職業即
可以自謀生活一方面可以減軽男子負担一方面可以増加国家富力」 。
